










この研究に着手したのは 

1)小児心身症の増加が著しいこと 1) 

2)その患者に付き添ってくる父親が、いかにもおとなしく、弱々しくさえみうけられるこ

と、 

などに気付いたからである。 

そしてそれまでの心身症の臨床統計的解析を行う 1)とともに、新らしい症例について、田

研式親子関係診断テスト、YG 検査などを実施して検討を重ねたが、心身症群の親子関係の

特徴的所見はつかむことが出来なかった。 

そこで、FRI(Family Relations Inventry)家族関係自己診断目録を作成して、これによっ

て家族関係の検討を始めるとともに、臨床的に病歴の調査から得られる家族関係を検討し、

この両面から小児心身症患児の家族的背景を把握し、診断、治療に役立てようと試みた。 


